
Ｒ8.9月 岩手県

表1　収支の状況 （単位：百万円）

R7
（決算）

R６
（決算）

比較増減

歳入総額 a 798,540 804,927 △ 6,387

歳出総額 b 753,031 757,987 △ 4,956

c (=a-b) 45,508 46,940 △ 1,431

繰越財源 d 35,919 34,790 ＋ 1,129

実質収支 e （=ｃ-ｄ） 9,589 12,150 △ 2,560

単年度収支 f △ 2,560 △ 7,315 ＋ 4,755

繰上償還金 g 3,720 2,000 ＋ 1,720

積立金 h 6,112 9,752 △ 3,640

積立金取崩額 i 7,418 9,795 △ 2,377

実質単年度収支 j (=ｆ+ｇ+ｈ-i) △ 146 △ 5,358 ＋ 5,212

令和７年度普通会計決算等について

歳入歳出差引額
　（形式収支）

注）表中の計数はそれぞれ表示単位未満を四捨五入しているので、各計数と合計が合致しないものがある。（以下、同じ。）

区分

１ 概要
(1) 決算規模

歳入は7,985億円と前年度に比べ64億円の減（△0.8％）、歳出は7,530億円と前年度に

比べ50億円の減（△0.7％）となり、歳入、歳出共に減少した。
歳入の主な増減：県税（＋109億円）、国庫支出金（＋38億円）、地方債（＋12億円）、

諸収入（△98億円）、繰入金（△59億円）、繰越金（△59億円）、
地方特例交付金（△33億円）

歳出の主な増減：災害復旧事業費（＋51億円）、公債費（＋41億円）、補助費等（＋23億円）、

普通建設事業費（△85億円）、貸付金（△66億円）、人件費（△48億円）、

(2) 形式収支及び実質収支
歳入歳出差引額（形式収支）は455億円で、このうち翌年度への繰越財源359億円を控除した

実質収支は、96億円の黒字となった。

(3) 単年度収支及び実質単年度収支
当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支26億円の赤字となり、

積立金等を加味した実質単年度収支は１億円の赤字となった。

(4) 財政指標
経常収支比率は92.1％(R6:93.2％)と、県税が増加したことなどにより、前年度に比べ、
1.1ポイント減少した。

-1-



表2　歳入（全体分） （単位：百万円）

構成比 構成比 増減率

１県税 * 182,425 22.8% 171,488 21.3% ＋ 10,937 ＋ 6.4%

２地方譲与税 30,470 3.8% 29,729 3.7% ＋ 741 ＋ 2.5%

３地方特例交付金 663 0.1% 3,957 0.5% △ 3,294 △ 83.3%

４地方交付税 237,459 29.7% 236,778 29.4% ＋ 680 ＋ 0.3%

　うち普通交付税 229,967 28.8% 230,685 28.7% △ 718 △ 0.3%

　うち特別交付税 5,690 0.7% 4,101 0.5% ＋ 1,589 ＋ 38.7%

　うち震災復興特別交付税 1,802 0.2% 1,992 0.2% △ 190 △ 9.5%

５交通安全対策交付金 269 0.0% 280 0.0% △ 11 △ 3.9%

６分担金・負担金 * 3,904 0.5% 3,009 0.4% ＋ 896 ＋ 29.8%

７使用料・手数料 * 6,818 0.9% 6,926 0.9% △ 108 △ 1.6%

８国庫支出金 118,305 14.8% 114,508 14.2% ＋ 3,797 ＋ 3.3%

９財産収入 * 1,523 0.2% 1,210 0.2% ＋ 313 ＋ 25.8%

10寄附金 * 381 0.0% 386 0.0% △ 5 △ 1.2%

11繰入金 * 18,328 2.3% 24,242 3.0% △ 5,914 △ 24.4%

12繰越金 * 46,940 5.9% 52,847 6.6% △ 5,907 △ 11.2%

13諸収入 * 96,457 12.1% 106,207 13.2% △ 9,750 △ 9.2%

14県債 54,599 6.8% 53,361 6.6% ＋ 1,239 ＋ 2.3%
　うち臨時財政対策債 - - 1,048 0.1% 皆減 -

歳入合計 798,540 100.0% 804,927 100.0% △ 6,387 △ 0.8%

　うち普通交付税＋臨時財政対策債 229,967 231,733 △ 1,766 △ 0.8%

*は自主財源 注）県税には、地方消費税清算金（清算後）を含む。

　　（県税＝県税＋地方消費税清算金（歳入）－地方消費税清算金（歳出））

自主財源と依存財源の割合

構成比 構成比 増減率

自主財源 356,776 44.7% 366,315 45.5% △ 9,539 △ 2.6%

県税 182,425 22.8% 171,488 21.3% ＋ 10,937 ＋ 6.4%

その他 174,351 21.8% 194,827 24.2% △ 20,476 △ 10.5%

依存財源 441,764 55.3% 438,612 54.5% ＋ 3,152 ＋ 0.7%

地方交付税 237,459 29.7% 236,778 29.4% ＋ 680 ＋ 0.3%

国庫支出金 118,305 14.8% 114,508 14.2% ＋ 3,797 ＋ 3.3%

県債 54,599 6.8% 53,361 6.6% ＋ 1,239 ＋ 2.3%

その他 31,401 3.9% 33,965 4.2% △ 2,564 △ 7.5%

歳入合計 798,540 100.0% 804,927 100.0% △ 6,387 △ 0.8%

R7 R6 比較増減

R7 R6 比較増減

２ 歳入
(1) 自主財源と依存財源の割合

本県の歳入は、県税等の「自主財源」の割合が低く、地方交付税、国庫支出金、県債等の「依存財源」
の割合が高い。
前年度と比較すると、諸収入の減少や国庫支出金の増加等により、自主財源の割合は44.7％に減少、

依存財源の割合は55.3％に増加した。
(2) 県税

県税は、県民税所得割の増等により、前年度比109億円の増（＋6.4％）となった。
(3) 地方交付税

地方交付税は、特別交付税の増等により前年度比７億円の増（＋0.3％）となった。なお、実質的な
普通交付税（普通交付税と臨時財政対策債の合計額）は、前年度比18億円の減（△0.8％）となった。

(4) 国庫支出金
国庫支出金は、河川等災害復旧の増等により、前年度比38億円の増（＋3.3％）となった。

(5) 繰入金
繰入金は、退職手当基金からの繰入金の減等により、前年度比59億円の減（△24.4％）となった。

(6) 諸収入
諸収入は、新型コロナウイルス感染症対策資金貸付金元金収入の減等により、前年度比98億円の減

（△9.2％）となった。
(7) 県債

県債は、土地改良事業の増等により、前年度比12億円の増（＋2.3％）となった。
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表3　歳入（うち震災対応分） （単位：百万円）

構成比 構成比 増減率

１一般財源等　　　　　（※1） 3,516 11.2% 3,756 11.6% △ 239 △ 6.4%

２国庫支出金 8,907 28.4% 7,684 23.7% ＋ 1,223 ＋ 15.9%

３繰入金 682 2.2% 736 2.3% △ 54 △ 7.3%

４諸収入 18,178 57.9% 20,209 62.2% △ 2,031 △ 10.1%

５県債 - - - - - -

６その他　　　　　　　　（※2） 91 0.3% 88 0.3% ＋ 3 ＋ 3.1%

　歳入合計 31,374 100.0% 32,473 100.0% △ 1,099 △ 3.4%

※1　一般財源等：震災復興特別交付税、特別交付税　等

※2　そ　の　他：繰越金、寄附金　等

表4-1　歳出・目的別（全体分） （単位：百万円）

構成比 構成比 増減率

１議会費 1,411 0.2% 1,407 0.2% ＋ 4 ＋ 0.3%

２総務費 42,532 5.6% 44,671 5.9% △ 2,139 △ 4.8%

３民生費 100,552 13.4% 97,176 12.8% ＋ 3,376 ＋ 3.5%

４衛生費 61,011 8.1% 60,271 8.0% ＋ 741 ＋ 1.2%

５労働費 4,308 0.6% 3,578 0.5% ＋ 730 ＋ 20.4%

６農林水産業費 59,857 7.9% 64,980 8.6% △ 5,123 △ 7.9%

７商工費 82,211 10.9% 92,635 12.2% △ 10,424 △ 11.3%

８土木費 77,915 10.3% 81,161 10.7% △ 3,246 △ 4.0%

９警察費 29,401 3.9% 29,229 3.9% ＋ 172 ＋ 0.6%

10教育費 139,783 18.6% 141,061 18.6% △ 1,278 △ 0.9%

11災害復旧費 15,724 2.1% 10,643 1.4% ＋ 5,081 ＋ 47.7%

12公債費 98,778 13.1% 94,636 12.5% ＋ 4,142 ＋ 4.4%

13諸支出金 9 0.0% 7 0.0% ＋ 2 ＋ 26.1%

14税関係交付金 39,539 5.3% 36,532 4.8% ＋ 3,007 ＋ 8.2%

　歳出合計（目的別） 753,031 100.0% 757,987 100.0% △ 4,956 △ 0.7%

R7 R6 比較増減

R7 R6 比較増減

３ 歳出
(1) 目的別
ア 目的別の歳出で最も構成比が高いのは教育費（18.6％）であり、次いで民生費（13.4％）、
公債費（13.1％）の順となっている。

イ 災害復旧費は河川等災害復旧事業費の増等により前年度比51億円の増（＋47.7％）となった。
一方、商工費は新型コロナウイルス感染症対策資金貸付金の減等により前年度比104億円の減

（△11.3％）、農林水産業費は食肉等流通構造高度化・輸出拡大事業費の減等により前年度比51
億円の減（△7.9％）となった。
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表4-2　歳出・目的別（うち震災対応分） （単位：百万円）

構成比 構成比 増減率

１議会費 - - - - - -

２総務費 419 1.5% 463 1.6% △ 43 △ 9.3%

３民生費 387 1.3% 434 1.5% △ 47 △ 10.8%

４衛生費 445 1.5% 442 1.5% ＋ 3 ＋ 0.7%

５労働費 94 0.3% 77 0.3% ＋ 17 ＋ 21.6%

６農林水産業費 895 3.1% 877 2.9% ＋ 18 ＋ 2.0%

７商工費 16,861 58.3% 19,200 64.5% △ 2,340 △ 12.2%

８土木費 51 0.2% 47 0.2% ＋ 3 ＋ 7.1%

９警察費 - - - - - -

10教育費 1,160 4.0% 1,275 4.3% △ 115 △ 9.0%

11災害復旧費 6,266 21.7% 4,961 16.7% ＋ 1,305 ＋ 26.3%

12公債費 2,324 8.0% 1,981 6.7% ＋ 342 ＋ 17.3%

13諸支出金 - - - - - -

14税関係交付金 - - - - - -

　歳出合計（目的別） 28,902 100.0% 29,758 100.0% △ 857 △ 2.9%

R7 R6 比較増減

-４-



表4-3　歳出・性質別（全体分） （単位：百万円）

構成比 構成比 増減率

人件費 168,363 22.4% 173,154 22.8% △ 4,791 △ 2.8%

扶助費 14,034 1.9% 13,782 1.8% ＋ 252 ＋ 1.8%

公債費 98,702 13.1% 94,561 12.5% ＋ 4,142 ＋ 4.4%

うち県債償還元金 90,225 12.0% 86,951 11.5% ＋ 3,274 ＋ 3.8%

うち県債償還利子 8,090 1.1% 7,514 1.0% ＋ 576 ＋ 7.7%

義務的経費　計 281,100 37.3% 281,497 37.1% △ 397 △ 0.1%

普通建設事業費 104,959 13.9% 113,475 15.0% △ 8,516 △ 7.5%

うち県単 26,915 3.6% 25,636 3.4% ＋ 1,279 ＋ 5.0%

災害復旧事業費 15,724 2.1% 10,643 1.4% ＋ 5,081 ＋ 47.7%

失業対策事業費 - - - - - -

投資的経費　計 120,684 16.0% 124,118 16.4% △ 3,435 △ 2.8%

物件費 31,241 4.1% 28,996 3.8% ＋ 2,245 ＋ 7.7%

維持補修費 17,175 2.3% 16,466 2.2% ＋ 709 ＋ 4.3%

補助費等 185,951 24.7% 183,613 24.2% ＋ 2,338 ＋ 1.3%

繰出金 6,741 0.9% 7,015 0.9% △ 274 △ 3.9%

積立金 18,703 2.5% 18,183 2.4% ＋ 521 ＋ 2.9%

投資・出資金 64 0.0% 80 0.0% △ 16 △ 20.4%

貸付金 91,372 12.1% 98,020 12.9% △ 6,647 △ 6.8%

その他　計 351,248 46.6% 352,372 46.5% △ 1,124 △ 0.3%

歳出合計（性質別） 753,031 100.0% 757,987 100.0% △ 4,956 △ 0.7%

R7 R6 比較増減

(2) 性質別
ア 義務的経費は、公債費が前年度比41億円の増（＋4.4％）、人件費が退職金の減等により
前年度比48億円の減（△2.8％）となっており、全体では前年度比４億円の減（△0.1％）と
なった。

イ 投資的経費は、災害復旧事業費が河川等災害復旧事業の増等により前年度比51億円の増

（＋47.7％）、普通建設事業費が河川激甚災害対策特別緊急事業の減等により前年度比85

億円の減(△7.5％)となっており、全体では前年度比34億円の減（△2.8％）となった。

ウ その他の経費は、補助費等が地方消費税交付金の増等により前年度比23億円の増（＋
1.3％）、貸付金が新型コロナウイルス感染症対策資金貸付金の減等により前年度比66億
円の減（△6.8％）となっており、全体では前年度比11億円の減（△0.3％）となった。
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表4-4　歳出・性質別（うち震災対応分） （単位：百万円）

構成比 構成比 増減率

人件費 577 2.0% 642 2.2% △ 65 △ 10.2%

扶助費 227 0.8% 256 0.9% △ 29 △ 11.2%

公債費 2,324 8.0% 1,981 6.7% ＋ 343 ＋ 17.3%

うち県債償還元金 2,268 7.8% 1,925 6.5% ＋ 343 ＋ 17.8%

うち県債償還利子 55 0.2% 56 0.2% △ 1 △ 1.0%

義務的経費　計 3,129 10.8% 2,880 9.7% ＋ 249 ＋ 8.7%

普通建設事業費 7  0 - - ＋ 7 皆増

うち県単 7  0 - - ＋ 7 皆増

災害復旧事業費 6,266 21.7% 4,961 16.7% ＋ 1,305 ＋ 26.3%

失業対策事業費 - - - - - -

投資的経費　計 6,273 21.7% 4,961 16.7% ＋ 1,312 ＋ 26.4%

物件費 373 1.3% 367 1.2% ＋ 6 ＋ 1.8%

維持補修費 - - - - - -

補助費等 2,353 8.1% 2,459 8.3% △ 106 △ 4.3%

繰出金 - - - - - -

積立金 92 0.3% 130 0.4% △ 37 △ 28.9%

投資・出資金 1 0.0% 1 0.0% △ 0 △ 7.2%

貸付金 16,680 57.7% 18,961 63.7% △ 2,281 △ 12.0%

その他　計 19,500 67.5% 21,917 73.7% △ 2,417 △ 11.0%

歳出合計（性質別） 28,902 100.0% 29,758 100.0% △ 856 △ 2.9%

R7 R6 比較増減
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４　各種財政指標の状況

標準財政規模
（百万円）

財政力指数 経常収支比率（％） 実質収支比率（％）

397,409 0.36557 92.1 2.4

394,089 0.36343 93.2 3.1

＋ 3,320 ＋ 0.00214 △ 1.1 △ 0.7

うち財源対策３基金
（百万円）

1,200,134 115,949 69,080

1,235,760 113,670 70,159

△35,626 ＋ 2,279 △ 1,079

○令和７年度決算に基づく各比率の値

（ア）健全化判断比率

連結実質赤字比率（％） 実質公債費比率（％） 将来負担比率（％）

－ (なし) 12.8 190.4

【参考】

実質赤字比率（％） 連結実質赤字比率（％） 実質公債費比率（％） 将来負担比率（％）

3.75 8.75 25.0 400.0
5.0 15.0 35.0

※　早期健全化基準以上の場合：財政健全化計画の策定、外部監査の要求　等
　　財政再生基準以上の場合：財政再生計画の策定、地方債の制限　等

（イ）資金不足比率（公営企業の経営健全化に関する判断比率）

【参考】

資金不足比率（％）

20.0
※　経営健全化基準以上の場合：経営健全化計画の策定、外部監査の要求　等

　積立基金現在高
（百万円）

比較増減

R7

R6

比較増減

県債現在高
（百万円）

経営健全化基準

※　各公営企業：港湾整備事業特別会計、県立病院等事業会計、電気事業会計、

　　　　　　　　工業用水道事業会計、流域下水道事業会計

資金不足比率（％）

－  (各公営企業ともなし)

実質赤字比率（％）

－ (なし)

早期健全化基準
財政再生基準

R7

R6

５　地方公共団体財政健全化法に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）に基づく健全化判断
比率については、いずれの指標も早期健全化基準には該当しない。
また、公営企業の経営健全化に関する判断比率である資金不足比率についても、経営健

全化基準に該当しない。

-７-



参考：用語解説

標準財政規模 　地方公共団体の一般財源の標準的規模を示すものである。

　標準財政規模＝標準税収入額等＋普通交付税＋臨時財政対策債発行可能額

　・標準税収入額等＝（イ－ロ＋ハ－ニ）×100／75－ハ＋ニ

　イ　基準財政収入額

　ロ　所得割（三位一体改革による税源移譲分）×0.25＋所得割（県費負担教職員の給与負担事務

　　　の権限移譲に伴う税源移譲分）×0.25＋地方消費税（引上げ分）×0.25

　ハ　道府県民税所得割臨時交付金＋分離課税所得割交付金

　ニ　地方譲与税（特別法人事業譲与税を除く）＋交通安全対策特別交付金

財政力指数

経常収支比率 　経常収支比率は、当該団体の財政構造の弾力性を測定する比率として使われる。

実質赤字比率 　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する割合を実質赤字比率という。

　・一般会計等の実質赤字額

　　一般会計及び特別会計のうち普通会計に相当する会計における実質赤字の額

　　　※　本県の一般会計等に属する会計

　　　　　一般会計、母子父子寡婦福祉資金特別会計、中小企業振興資金特別会計、証紙収入整理

　　　特別会計、沿岸漁業改善資金特別会計、土地先行取得事業特別会計、県有林事業特別会計、

　　　林業・木材産業資金特別会計、公債管理特別会計

　・実質赤字の額　＝　繰上充用額　＋（支払繰延額＋事業繰越額）

　【本県の状況】 （単位：百万円）

一般会計等の実質赤字額（△は黒字）

標準財政規模

△ 9,696

397,409

R6

△ 12,261

394,089

　実質赤字比率（％）＝
一般会計等の実質赤字額

標準財政規模
　＝ －（なし）

R7

　基本的な財政需要に対する標準的な収入額の割合であり、財政の自主性、自由度を示している。

　この比率は、人件費、扶助費、公債費等の義務的性格の経常経費に、地方税、地方交付税、地方
譲与税を中心とする経常一般財源収入がどの程度充当されているかを示しており、この比率が低い
ほど財政構造に弾力性があるといえる。

基準財政需要額
　の３ヵ年平均

　×100
経常一般財源＋減収補塡債特例分＋臨時財政対策債

　基準財政収入額は、地方公共団体が標準的に収入しうると考えられる地方税等のうち基準財政需
要額に対応する部分とされ、都道府県では標準税率で算定した当該年度の収入見込額の原則75／
100の額とされている。

　基準財政需要額は、地方公共団体が妥当かつ合理的な平均水準で行政を行う場合に要する財政
需要を示す額とされている。

　財政力指数＝
基準財政収入額

経常一般財源

経常経費充当一般財源

経常経費充当一般財源

　経常収支比率（％）＝

　財政力指数が１を超える場合、すなわち基準財政収入額が基準財政需要額よりも大きい場合に
は、当該地方公共団体は普通交付税の不交付団体となる。また、財政力指数が１以下の団体であっ
ても、１に近いほど普通交付税算定上のいわゆる留保財源が大きいことになり、財源に余裕があると
いうことができる。

※H12までは

-８-



参考：用語解説（続き）

連結実質赤字比率

　・連結実質赤字額：イとロの合計額がハとニの合計額を超える場合の当該超える額

　イ　一般会計及び公営企業（地方公営企業法適用企業・非適用企業）以外の特別会計のうち、実質赤字

　　を生じた会計の実質赤字の合計額

　ロ　公営企業の特別会計のうち、資金の不足額を生じた会計の資金の不足額の合計額

　ハ　一般会計及び公営企業以外の特別会計のうち、実質黒字を生じた会計の実質黒字の合計額

　ニ　公営企業の特別会計のうち、資金の剰余額を生じた会計の資金の剰余額の合計額

　【本県の状況】 （単位：百万円）

連結実質赤字額（△は黒字）

一般会計等

岩手県国民健康保険特別会計

岩手県港湾整備事業特別会計

岩手県立病院等事業会計

岩手県電気事業会計

岩手県工業用水道事業会計

岩手県流域下水道事業会計

標準財政規模

※　表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所がある。

実質公債費比率

　・準元利償還金：イからホまでの合計額

　イ　満期一括償還地方債について、償還期間を30年とする元金均等年賦償還とした場合における1年当

　　たりの元金償還金相当額

　ロ　一般会計等から一般会計等以外の特別会計への繰出金のうち、公営企業債の償還の財源に充てた

　　と認められるもの

　ハ　組合・地方開発事業団（組合等）への負担金・補助金のうち、組合等が起こした地方債の償還の財源

　　に充てたと認められるもの

　ニ　債務負担行為に基づく支出のうち公債費に準ずるもの

　ホ　一時借入金の利子

　【本県の状況】 （単位：百万円）

地方債の元利償還金

地方債の準元利償還金

イ

ロ

ハ

ニ

ホ

特定財源

元利・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額

標準財政規模

実質公債費比率（３ヵ年平均）

397,409 394,089 390,646

5,293 3,076 1,854

50,611 54,465 58,099

374 365 283

13 3 0

8,013 8,216 9,076

- - -

10,817 11,107

2,667 2,234 1,747

394,089

R7 R6 R5

91,771

△ 927

397,409

△ 2,699 △ 2,026

△ 1,328 △ 1,733

R6

△ 39,755

△ 12,261

△ 721

△ 897

90,120

　全会計を対象とした実質赤字（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する割合を連結実質赤字比率とい
う。

連結実質赤字額

標準財政規模
　＝ －（なし）　連結実質赤字比率（％）＝

△ 5,486

R7

△ 34,211

△ 9,696

△ 1,478

12.8%

△ 4,081

△ 14,002

（地方債の元利償還金＋準元利償還金）－
（特定財源＋元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

11,067

　一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率を実質公債費比率と
いう。

△ 16,631

標準財政規模－
（元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

　実質公債費比率（％）＝
　（３ヵ年平均）

89,354

-９-



参考：用語解説（続き）

将来負担比率

　・将来負担額：イからヌまでの合計額

　イ　一般会計等の当該年度の前年度末における地方債現在高

　ロ　債務負担行為に基づく支出予定額（地方財政法第５条各号の経費に係るもの）

　ハ　一般会計等以外の会計の地方債の元金償還に充てる一般会計等からの繰入見込額

　ニ　当該団体が加入する組合等の地方債の元金償還に充てる当該団体からの負担等見込額

　ホ　退職手当支給予定額（全職員に対する期末要支給額）のうち、一般会計等の負担見込額

　へ　地方公共団体が設立した一定の法人（設立法人）の負債の額のうち、当該設立法人の財務・経営状況

　　を勘案した一般会計等の負担見込額

　ト　当該団体が受益権を有する信託の負債の額のうち、当該信託に係る信託財産の状況を勘案した一般

　　会計等の負担見込額

　チ　設立法人以外の者のために負担している債務の額及び当該年度の前年度に当該年度の前年度内に

　　償還すべきものとして当該団体の一般会計等から設立法人以外の者に対して貸付けを行った貸付金の

　　額のうち、当該設立法人以外の者の財務・経営状況を勘案した一般会計等の負担見込額

　・充当可能基金額：イからチまでの償還額等に充てることができる地方自治法第241条の基金

　【本県の状況】R7 （単位：百万円）

イ．に係るもの
ロ．に係るもの
ハ．に係るもの
ニ．に係るもの
ホ．に係るもの
ヘ．に係るもの
ト．に係るもの
チ．に係るもの
リ．に係るもの
ヌ．に係るもの
特定できないもの
合計

標準財政規模
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額
※　表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所がある。

　【本県の状況】R6 （単位：百万円）

イ．に係るもの
ロ．に係るもの
ハ．に係るもの
ニ．に係るもの
ホ．に係るもの
ヘ．に係るもの
ト．に係るもの
チ．に係るもの
リ．に係るもの
ヌ．に係るもの
特定できないもの
合計

標準財政規模
元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額
※　表示単位未満四捨五入の関係で、積み上げと合計が一致しない箇所がある。

394,089
54,465

△ 64,494
1,440,891 111,812 46,279 614,376 668,423

- - - - -
- - - - -

- - - - -
- - - - -

145,642
40 - - - 40

- -

46,866 - - 23,110 23,756
- - - - -

1,247,772 47,319 46,238 591,234 562,981
571 - 41 33 497

397,409
50,611

将来負担額
充当可能

基金
特定財源
見込額

基準財政
需要額

算入見込額
差引

1,409,013 115,986 44,268 558,440 690,318

将来負担額
充当可能

基金
特定財源
見込額

基準財政
需要額

算入見込額
差引

- - - - -
66,856 - - △ 66,856

- - - - -
- - - - -

728 - - - 728
- - - - -

- - - - -
149,027 - - - 149,027

- - - 338
45,236 - - 22,359 22,877

49,131 44,268 536,082

64,494 - -

145,642 -

338

　リ　連結実質赤字額

　ヌ　組合等の連結実質赤字額相当額のうち一般会計等の負担見込額

　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する割合を将来負担比率という。

将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額＋
　　　　　　　　　　地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）

　将来負担比率（％）＝
標準財政規模－（元利償還金・
　　　　　　　　　　　 準元利償還金に係る基準財政需要額算入額）

　＝190.4％

584,2041,213,684

-１０-



参考：用語解説（続き）

資金不足比率 　公営企業ごとの資金の不足額の事業の規模に対する割合を資金不足比率という。

　・資金の不足額

　　資金の不足額（法適用企業）＝（流動負債＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方債の現在高－流動資産）－解消可能資金不足額

　　資金の不足額（法非適用企業）＝（歳出額＋建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地方債の現在高－歳入額）－解消可能資金不足額

　　　※　解消可能資金不足額：事業の性質上、事業開始後一定期間に構造的に資金の不足額が生じる等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の事情がある場合において、資金の不足額から控除する一定の額。

　　　※　宅地造成事業を行う公営企業については、土地の評価に係る流動資産の算定等に関する特例が

　　　　ある。

　・事業の規模

　　事業の規模（法適用企業）＝営業収益の額－受託工事収益の額

　　事業の規模（法非適用企業）＝営業収益に相当する収入の額－受託工事収益に相当する収入の額

　　　※　指定管理者制度（利用料金制）を導入している公営企業については、営業収益の額に関する特例

　　　　がある。

　　　※　宅地造成事業のみを行う公営企業の事業の規模については、「事業経営のための財源規模」（調

　　　　達した資金規模）を示す資本及び負債の合計額とする。

　【本県の状況】 （単位：百万円）

※　△は資金余剰

△ 14,002

事業の規模

岩手県電気事業会計（法適） 8,020 △ 16,631 8,554

247

△ 4,081岩手県立病院等事業会計（法適）

資金不足額※

△ 897

98,391 △ 5,486 96,318

R7

資金不足額※ 事業の規模

903

4,248

資金の不足額

事業の規模
　＝ －（なし）　　（【本県の状況】に記した５会計全て）

岩手県港湾整備事業特別会計
（法非適）

　資金不足比率（％）＝

R6

△ 927 242

岩手県流域下水道事業会計（法適） △ 2,699 5,215 △ 2,026

岩手県工業用水道事業会計（法適） △ 1,328 1,000 △ 1,733

-１１-


